

















(温突)とは朝鮮•満州地方で行なう一種 
の暖房装置で、床下に仕切を設けて火気 
の通る坑を作り、焚口から火をたいて 
室を温めるものである。 

それと似たよう^天然の現象を 
オンドル式というのだそうだ。 
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泉質 Ici 子宝に 


浴權にはその願かけ 
に奉納する木製の 
男根が浮いて 、 yjj 
いたりす る 。 j 
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僕は 

こういう素朴な 
山の温泉場が 
好きである。 

宿の案内人の言う 
ように極楽の 
気分を味わいたい 
と思つていたので 
ある〇 
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けれども、ときには、何を勘違いしたのかまるで場違いな 
人間もやつて来たりする。 

そして僕の旅心を くじこぅとするのだ。 

以下かれらの行状を記してみよぅ。 
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僕は何とか復饕を 
こころみたいと思つたが、 
寝ている相手ではどうする 
腹案も浮かばず、 


こぅいぅ 連中を同宿 させた 
宿の従業員の一人である 
少女に不満をぶちまけ 
つと 思つ た 。 A 


けれど、それも 
無駄なことに 
気がついた。 
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少女は朝の化粧を 


ずさんていた 




旅の思い出といぅのは 
不思議なもので、 

楽しかつた記憶ばかりが 
残る。 

僕の蒸の湯の思い出も、 
後日ほほえましく語れる 
だろぅと思つていたのだが、 

思い出すたびに腹が立つ 
のである。 
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執拗な残酷描写こそ…… 

矢口忠徳 (長野. 19 歳) 
読者サロンに.於ける読者の感想を少 
少読んでみると、白土三平氏に対する 
批評を避けているよぅな気がする。彼 
らは自分の感じた事に自信を持つべき 
だ。 

先ず感ずる事は、あれ程残酷物作家 
と言われ' 評されて来た氏の作品とし 
ては、残酷さが足りないと思います。 
以前よりは甘くなつたと思わざるを得 
ません。現実(藤も現代に於ける現実) 
は、更に残酷極まりないと思います。 


その最もよい例か最近アメリカから戻 
って来た原爆フイルムです——原爆フ 
イルム、あれぞこの世の地獄である。 

し力す ると 地獄よりも S * ろ —^いか も 
知れぬ。焼け爛れた地。その上に蠢き 
声も出ぬ人々。熱のために、浴衣の模 
様が膚に焼きついた若い女。頤の骨が、 
肉が削げたために、 白く 露出されてい 
る少年。(我々は、 目を 背けたくなるよ 
、っな事を人に伝えたいと思うならば、 
それを直視し、現実そのものを伝えな 
くてはならない。如何なる大げさな言 

いまわしも、現実には劣る)-これ 

らと白土氏の残酷さ(特に「カムイ伝」 
に於ける)を比べてみると、やはりが 
っかりし ない訳にはいきません。 

迫力も以前と比べると少々減った様 
に思われます。脳天を上から真っ二つ 
にたち割る場面が所々に出て来ますが、 
なぜ、 もっと 克明に描写 しないんでし 
ょう。 なぜ もっ と 頭を割る という 事に 
対する 恐ろしさ、 残酷 さ、 背中を走る 

戦慄、等々 . とても常人の想像の.域 

を脱したもの、常識では想像不可能な 
ものを読者にわかってもらおうとしな 
いのでしょうか。 

私の白土氏に望みたいのは、頭を割 
られた肉体の克明な、執拗な描写であ 
り、腹を割られた婦人の(「赤目」に 
出て来る。猶、私は白土氏の代表作品 
といえば、「忍者武芸帳」よりも「赤 


目」を選びたいと思う)、更に酷しい嘔 
吐を催す、気の弱い人なら気絶するか 
も知れぬ現実を、読者に伝える事なの 
です。氏の怒り、憎悪、戦慄……を読 
者に伝えて欲しいのです。 

なおも残酷な現実を、憤怒し、鳴咽 
を押えるために歯をくいしばり、頰を 
涙で濡らしながら、目を大きく残酷な 
る酷いものへ見開いて、執念深く描写 

する 事なのです。 . こういう 事の 

出来る人は白土三平先生を除いてあり 
ません6健闘を祈ります。 

蛇足ですが、「ガ ロ」 の絵が下手で あ 
るという声を聞きます。然しこれは、 
アングルとゴーガンの絵を比べて、ア 
ングルの方が上手でゴ—ガンの方が下 
手である、というのと同じです。言う 
なれば、馬鹿げています。 

マンガのリバイバルを 

上杉喬之(広島) 

「ガロ」十二月号の投稿欄に、「最 
近のガロは おもしろくなくなつ た」と 
いうょう な意見が載っていたが、読み 
始めて日の浅い私には、その おも- L ろ 
さは抜群の ょうに 思える。その おもし 
ろさを代表しているのは、無論、白土 
氏の「カムイ伝」であろう。そして、 
こ.の雑誌のもう一つの特徴は、勝又進 
氏の存在である。氏の作品は、思わず 


ニヤリとさせ、吹出させ、ふと、恐い 

ような 悲しみを抱かせる。スマ I 卜さ 

の欠ける「ガロ」の作品の中で、勝又 

進作品集は光っている4他の雑誌と比 

ベても「ガ ロ」 を特徴づけるものだ。 

もっとも 「 COM 」 という雑誌には、 

政治諷刺漫画があっておもしろかった 
、、、〇 

最後に、二言三言。編集について言 
わせてもらえば、第一に、活字の部分 
が少なすぎる。いかに漫画雑誌 とはい 
え、これはチトひどい。作家の近況を 
知らせるとかして、 もう 少し増す必要 
がある。応募作品を除いて、下らない 
(と私には思われる)作品を削れば、一 
充分そのスぺースはとれ ると 思う。74 

第二は、すぐれた作品はもう一度載一 
せてほしいということである。映画だ 
ってリバィバルを 上映して いる。過去 
白土氏の短編の中には素晴しい作品が 
あった。その意味で、水木氏の「鬼太 
郎夜話」再掲載はうれしい。 この 作品 
はへんな魅力があって、四話から先を 
捜していたのだが、未完 だとい うこと 
を 別の雑誌でよんだ。今回のは、コマ 
どり が大きす ぎて、 絵の密度が薄いよ 
うだ。 

何はともあれ、貴誌の一層の発展. 
充実を願うものである。 







〃随筆的〃マンガについて 

関田孝正 (東京. 18 歳) 
私がつげ義春の作品に共感をもちは 
じめたのは、「古本と少女」である。は 
.じめは「下手な絵だな。絵柄が水木し 
げるの真似だ」ぐらいにしか思ってい 
な力つ.たが ス k —リーの良さにそ rl 
も打ち消され、つい最近の「紅い花」あ 
たりまで、氏の作品を愛読しつづけた。 

氏の作品の良さは、作品全体の泥く 
ささ、ほのぼのとした感じ、 また 読後、 
私に(私ばかりでなく、読者全体にで 
あろうが)何かを感じさせるなどの 占：、 
にある。つまり、娯楽漫画とは違うの 
である。 

漫画も一つ.の自己表現の手段なので 
あるから、作者の気持を充分理解すベ 
きである。漫画は娯楽だから読み捨て 
てよいのだとい う 考えはなくした いも 
のである。この傾向は、「ガロ」及び 
「コム」 によく見られ、 良いことだと 

思う。 

さて、「李さん一家」あたりから、 
私なりに「氏の漫画は随筆的だ」など 
と思つてみたりした。「的」といつた 
のは、理由がある。つまり、随筆の手 
法を借りながらも、何かを私に与えて 
くれるからだ。 

し力し「西部田村事件」以後の作 


品は、単なる随筆に終って何も残らな 
い ¢7)* である。私は、あくまでも「的」 
を尊重しているのであって、従来の可 
かピ リッと したものが欠けて いるよう 
な気がして腹立たしい。 早く言う と、 
最近のつげ義春の作品は、面白くない、 
という ことである。 

「ガ ロ」 の読者へ 

陵藤勝 (東京) 

まったく、この欄の諸氏の投書を読 
むと血へドが出そうになる。新人をか 
いかぶるな/.「ガ ロ」 をかいかぶる 
な//:氏らは「ガロ.」を読むかたわら 
芸術と呼ばれているものに ジッ クリ目 
を向けたことがあるのか。美く向 it て 
わかった気になるのとは違う。文学、 
絵画、音楽等のもつ価値、内包した世 
界、これらすべてを理解し得るか。我 
我の置かれている状況を深く ジッ ト眺 
めまわし、その恐怖を素肌に感じた こ 
とがあるか。 

自然の美しさを感じ自分という存在 
が溶けて消え入ってしまえばよいなど 
と考えたことがあるか。「ガ ロ」 を最 
高と思っているのか(もちろんマンガ 
界内においても)。このひどいマンガ群 
に賛辞を与えるのか。この中から芸術 
(的)と名付きそう なもの(実際にはお 
話にもならぬ)をひきずり出して祭り 


上げ、「ガロ」も向上したな あと 喜ぶ 
のか。独自の哲学モドキを振りまわす 
投書に耳を傾けるのか。 

これでは妙にィキがった' キザな、 
無能なマンガ家を多量に造り出し、「ガ 
口」で茶番(これを茶番と言わずに何 
と言えよう)を演じさせ、「ガ n •を 
空転より破滅に追いやることは目に見 
えているではないか。氏らにはそれら 
が見えないのか。私はそれでもよいが。 
氏らがこのマンガ群から受けるものは 
オセンチな同情であっても、感動を受 
けたことがあるか。こんなつまらない 
ものより、もっと感動しそうなものは、 
そこらに転がつている。 

しかし、真の感動(これを言葉に置 
き換えるのは無理)を与えてくれそう 
なものは極く少数しか目に入らない。 
それを見た まえ V . 聴いて みたまえ/ 
にぎりしめて(把握) みたまえ/ そ 
して、その感動を真だと確信で きるま 
で何十回も繰返してみよ。その感動を 
自身に溶かし込んで体の|部と しての 
ち、「ガ ロ」 を読んでみよ。(比較せ 
よと言っているのではない。正規の判 
断力を備えよと言っているのだ) 

そこで「ガ ロ」 の諸作品について考 
えてみよ。安っぽい賛辞が出るか~内 
容の無いものをいかにも内容ありげに 
賛められるか。愚かな哲学モドキを振 
りまわせるか。私に言わせれば「ガロ」 


は進むべき方向を見失いつつある。す 
でに見失っている。正規のル—卜より 
外れて一大き く 下降して いる。 落下し 
て行く姿を直視してみよ。何が質の向 
上だ。それを真に願うなら、先ず、方 
向を*>めよ。そして能力の無い、又適 
さないマンガ家はどんどん締め出せ。 

マンガ本来の役割に立ちもどり、 (こ 
こでマンガである 以上絵 も 責任を i , っ 
て描く ことを 忠告す る) かつ、 そこよ 
り、正規の発展ルートに踏み出せ。 そ 
の発展が可能なら……。 

ここまで読んで納得のいかない人の 
ために私の「ガ ロ」 歴を書くなどとい 
うバカげたことはする気も起こらない。 
私は諸氏の同意を求めているのではな 
い。諫め、警告しているのである。し 
かし私にも「ガ ロ」 内にゴヒィキが一 
人いる。つげ義春氏である。まだすベ 
てに幼稚(未熟)ではあるが、その セ 
ンスとムー ドは 得難い魅力である。 

おわりに、つげ氏は二月号の石子順 
造の独自 (ひとりよがり)な 分析 (ほ 
んの一部の 把握と ほんの 思いつき)を 
読んで、さぞ苦笑して いることだろう。 
氏の顔が目に浮かぶようだ。 

☆営業部から 

当社発行の 『忍法秘話•別册』『い 
L みつ』 は、品切れと なりました ので 
お知らせいたします。 
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